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御
瀧
神
社
の
創
建
は
、昭
和
三
十
五
年
ま
で

境
内
に
あ
っ
た
黒
松
の
巨
木
が
樹
齢
二
百
数
十

由
緒

年
と
い
わ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、江
戸
時
代
初
期
に
創
建
さ
れ

た
と
思
わ
れ
ま
す
。境
内
に
は
、江
戸
時
代
初
期
の
山
王
大
権
現

の
石
碑
や
、庚
申
講
青
面
金
剛
石
像
が
今
も
残
さ
れ
、歴
史
の
深

さ
を
物
語
っ
て
お
り
、昔
か
ら
農
業
や
漁
業
を
営
ん
で
き
た
村

人
た
ち
の
篤
い
信
仰
心
が
根
付
く
歴
史
あ
る
神
社
で
す
。

御
瀧
神
社

館山神社拝殿へつける御瀧神社神輿

館山神社境内での威勢のいい揉み差し

揃いのタオル

庚
申
講
青
面
金
剛
石
像

亨
保
十
二
年（
１
７
２
７
）

山
王
大
権
現
の
石
碑

万
治
二
年（
１
６
５
９
）

　

大
賀
区
の
祭
礼
は
氏
子
役
員
を
頭
に
青
年

会
を
中
心
と
し
て
、区
、常
盤
木
会（
六
〇
歳

以
上
）、中
高
生
な
ど
百
人
か
ら
な
る
区
民

と
、南
房
総
市
千
倉
町
か
ら
応
援
に
き
て
く

祭
神
水
波
能
売
命（
み
ず
は
の
め
の
み
こ
と
）

日
本
武
尊（
や
ま
と
た
け
る
の
み
こ
と
）

自
慢
の
祭

●
宮　
　

司　

酒
井
昌
義

●
例
祭
日　

八
月
一
日　

●
境
内
神
社　

稲
荷
神
社

●
境
内
坪
数　

２
６
６
坪

れ
る
谷
津
青
年
会
や
自
衛
隊
の
方
々
な
ど
の

多
く
の
参
加
者
で
毎
年
盛
大
に
執
り
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

祭
礼
が
近
づ
く
と
子
供
か
ら
大
人
ま
で
が

一
緒
に
な
り
、三
つ
の「
木
遣
り
」と
二
〇
程

か
ら
な
る「
神
輿
唄
」の
練
習
が
行
わ
れ
ま
す
。

最
近
は
女
性
も
唄
う
よ
う
に

な
り
、こ
の「
神
輿
唄
」で
足

並
み
を
揃
え
る
こ
と
が
伝
統

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

例
年
七
月
三
十
一
日
の
祭

典
で
神
輿
御
霊
入
れ
の
儀
式

を
行
い
、八
月
一
日
の「
館
山

の
ま
つ
り
」に
出
祭
し
ま
す
。

　

一
日
の
午
前
中
に
は
子
供

神
輿
で
あ
る「
小
神
輿（
こ
で

ん
）」が
近
隣
の
里
見
区
や
地

元
を
渡
御
し
、子
供
同
士
の
交
流
の
場
と
共
に
元
気
な
声
が
響
き
渡
り
ま

す
。大
人
の
神
輿
は
昭
和
三
十
二
年
に
地
元
大
賀
の「
孫
平
」と
い
う
大
工
に

よ
っ
て
作
ら
れ
た「
中
神
輿（
ち
ゅ
う
で
ん
）」で
し
た
が
、現
在
は
区
民
の
熱

い
願
い
を
込
め
て
平
成
二
十
年
に
竣
工
し
た
三
尺
八
寸
の
自
慢
の「
大
神
輿

（
お
お
で
ん
）」が
担
が
れ
て
い
ま
す
。

　

合
同
祭
礼
で
は
出
祭
す
る
十
三
地
区
の
中
で
、昔
か
ら
一
番
初
め
に
館
山

神
社
入
祭
を
し
て
い
ま
す
。担
ぎ
方
は
前
を
高
く
す
る
の
が
特
徴
で
、近
年

で
は
女
性
の
担
ぎ
手
も
交
え「
神
輿
唄
」で
足
並
み
を
揃
え
て
の
威
勢
の
い

い
渡
御
を
行
い
ま
す
。

　

八
月
二
日
に
は
青
年
会
主
体
で
平
成
二
十
五
年
に
修
復
さ
れ
た「
中
神
輿

（
ち
ゅ
う
で
ん
）」を
出
祭
し
、柏
崎
、笠
名
と
の
三
地
区
に
よ
る

「
懇
親
祭
」を
行
っ
て
い
ま
す
。大
賀
の
御
瀧
神
社
に
集
合
し
た

後
、笠
名
の
神
明
神
社
で
ゆ
っ
く
り
と
親
睦
を
深
め
、柏
崎
を

送
る
際
に
は
宮
城
の
坂
で
、大
賀
、笠
名
の
仲
間
も
一
緒
に
綱

を
握
り
お
舟
を
引
き
ま
す
。名
残
惜
し
さ
を
噛
み
締
め
な
が
ら

友
情
を
確
か
め
合
う
二
十
年
も
続
く
大
切
な
行
事
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

今
の
時
代
に
区
民
の
力
で
立
派
な

神
輿
を
新
調
で
き
た
と
い
う
地
域
の

絆
を
重
ん
じ
な
が
ら
、皆
が
一
体
と

な
っ
て
伝
統
を
守
り
継
ご
う
と
い
う

熱
き
心
意
気
の
溢
れ
る
自
慢
の
祭
り

で
す
。

祭
り
の
起
源　

大
正
三
年
、旧
館
山
町（
現
在
の
青
柳
、上
真
倉
、新
井
、

下
町
、仲
町
、上
町
、楠
見
、上
須
賀
地
区
）と
、旧
豊
津
村（
現
在
の
沼
、柏

崎
、宮
城
、笠
名
、大
賀
地
区
）が
合
併
し
館
山
町
に
な
っ
た
の
を
き
っ
か

け
に
、大
正
七
年
よ
り
毎
年
十
三
地
区
十
一
社
が
八
月
一
日
・
二
日
の
祭

礼
を
合
同
で
執
り
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。そ
の
後
、大
正
十
二
年
の

関
東
大
震
災
に
よ
り
、諏
訪
神
社（
下
社
）、諏
訪
神
社（
上
社
）、厳
島
神

社
、八
坂
神
社
の
四
社
が
倒
壊
し
た
た
め
、協
議
に
よ
り
各
社
の
合
祀
を

決
め
、昭
和
七
年
に
館
山
神
社
と
し
て
創
建
さ
れ
ま
し
た
。

このパンフレットは、地域の方々からの聞き取りを中心に、さまざまな文献・史料からの情報を加えて編集しています。内容等につきましてご指摘やご意見等ございましたら、ぜひご連絡いただき、ご教示賜りたくお願いいたします。

　

現
在
は
館
山
十
三
地
区
八
社
と
し
て
、神
輿
七
基
、曳
舟
二
基
、山

車
四
基
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
か
ら
出
祭
し
て
い
ま
す
。愛
称「
た
て
や

ま
ん
ま
ち
」と
し
て
、城
下
の
人
々
に
よ
っ
て
伝
え
続
け
ら
れ
て
き
た

〝
心
の
ま
つ
り
〞
で
す
。


